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１．今年度の目標 

２．活動体制 

３．活動内容 

４．成果・課題等 

５．来年度の目標 

１．今年度の目標 

職員や市民の防災知識や備えの弱点を探り，より効果的な啓発を目指すと同時に，メンバー自身も積極的

に学びを深めながら，感染症対策など様々な事態に備えられるよう防災力の向上に努めよう。 

 

２．活動体制 

◇ 第７期生 メンバー構成 ⇒ ３名交代 

NO. 担当 所属 氏名 備考 

１ リーダー  監査委員事務局 宮本 晶子  

２ サブリーダー 市立病院庶務課 照下希久子  

３ メンバー 市民生活部人権課西庄文化センター 末澤奈菜子 新規 

４   〃 総務部職員課（香川県広域水道企業団

へ派遣） 
吉﨑 裕子 新規 

５   〃 総務部職員課危機監理室 庄野 真紀 事務局 

６   〃 建設経済部産業課にぎわい室 加藤 由梨  

７   〃 健康福祉部かいご課 古川 美樹  

８   〃 総務部税務課 猪熊 理恵  

９   〃 教育委員会生涯学習課 長野 麻衣  

１０   〃 出納局 永井 千晶 新規 

１１   〃 健康福祉部こども課 山田 愛莉  
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３．活動内容 

【令和２年度活動内容】 

活 動 日 程 内 容 備 考 

任命式 

第 1回会議 
R2. 5. 1 

・リーダー，サブリーダー選出 

・活動方針や年次計画の決定 

・ハンカチマスク作り 

 

新規メンバー研修 R2. 6. 2 ・新規メンバー研修 
リーダー・サブリー

ダー・新規メンバー 

第 2回会議 R2. 6. 2 
・今年度の活動内容について 

・新規採用職員研修について 
 

第 3回会議 R2. 7. 1 ・新規採用職員研修について  

第 4回会議 R2. 7.28 ・新規採用職員研修について  

職員防災研修 

（新規採用職員） 
R2. 7.31 

・新規採用職員研修 

「市役所職員の備え」 
参加者 20名 

第 5回会議 R2. 8.21 

・新規採用職員研修について（反省） 

・避難所担当職員研修について 

・防災フェスタについて 

 

第 6回会議 R2. 9.18 ・避難所担当職員研修について  

職員防災研修 

（避難所担当職員） 
R2.10. 8 

・避難所担当職員研修 

坂出市避難所運営マニュアルについて 

避難所運営ゲームＨＵＧ 

参加者 17名 

防災講演 

（西庄文化センター） 
R2.10. 9 

・西庄文化センター防災講座 

坂出市の災害，防災の備え（高齢者向け）， 

手作りマスク 

担当：末澤・庄野・ 

吉﨑・長野 

参加者 9名 

第 7回会議 R2.10.13 
・避難所担当職員研修について（反省） 

・防災フェスタについて 
 

第 8回会議 R2.11.24 ・防災フェスタについて  

第 9回会議 R2.12.15 ・防災フェスタについて  

第 10回会議 R3. 1.12 ・防災フェスタについて  

第 7回 

SAKAIDE防災フェスタ 
R3. 1.31 

・「おとめ隊からの挑戦状」 

 体験型防災ゲーム（対象：小学４年生） 

参加者 

子ども 7名と保護者 

第 11回会議 R3. 3. 4 
・令和 2年度反省 

・次年度の課題検討 
 

市長報告 R3. 3.25     ・令和 2年度活動報告  
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「市役所職員の備え」 新規採用職員研修（R2.7.31） 

28年度から継続し，新規採用職員を対象に，職員としての災害時における対応や，職場における

備えについて伝えることで，災害時の対応力の底上げを図ることを目的とし研修を実施しました。昨年

度より取り入れたグループワークにおいては，活発な意見交換があり，自分に必要なものを考え，実際

に備えることまでつなげることができました。 

○対象 

令和 2年度新規採用職員（市立病院（庶務・医事課除く）・消防除く） 

○内容 

・南海トラフ地震について（坂出市の被害想定） 

 ・坂出市における過去の台風および集中豪雨の対応 

 ・身近な備え（机の中の備え紹介） 

 ・職場の備え（ロッカーの中の備え紹介） 

 ・職員用防災カード（参集基準の確認） 

 ・グループワーク（自分に必要な備えについて） 

 

研修後のアンケートの一例  

・現状を知るきっかけ，自分の意識を見直すきっかけになった 

・職場にはいつも備えがなかったので話を聞いて意識がかわった 

・グループワークの発表で他のグループの発表を聞けてよかった 

 

避難所担当職員研修（R2.10.8） 

避難所運営マニュアルに基づき，大規模災害時の避難所について，避難所担当職員に周知するこ

とを目的として実施しました。今年度も昨年度同様，避難所運営ゲームＨＵＧの実践と組み合わせたこ

とで，より状況を想像しやすく，理解を深められました。また，感染症対策の事例や説明も追加しまし

た。 

○対象 

避難所担当課職員 

○内容 

坂出市避難所運営マニュアルを基本とした避難所運営     

における基本的な流れや注意点 

避難所運営ゲームＨＵＧ 

活動班ごとの説明 

 

研修後のアンケートの一例  

・避難所運営についてイメージがついてなかったが，シミュレーションができたおかげで，やるべきことが少しわ

かった 

・実際に災害が起こってからでは動けない，気づかないことに気づくことができた 

・シミュレーションを経てからの各班の説明があったので，想定しながら説明をきくことができた 
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第７回 ＳＡＫＡＩＤＥ 防災フェスタ 「おとめ隊からの挑戦状」 

 ７回目となる防災フェスタを今年度も１月３１日「おとめ隊の日」に開

催しました。今回は５年ぶりの休日ということで，子どもが楽しみなが

ら学べるイベントとなるよう，体験型の防災ゲームを考えました。残念

ながらコロナの影響もあり，参加者は少なかったですが，内容は大変

充実したものとなり，今後継続していけるイベントを作ることができまし

た。 

・日時：令和３年１月３１日（日） 午前９時半～正午 

・場所：坂出市中央公民館 

・内容：防災のお話 

    ゲーム（オリエンテーション，シーン１～５） 

    ゲーム解説 

  

防災のお話 １ 

 

ゲーム ２ 

 

ゲーム解説 ３ 

 

さかいで１３１マスターに任命 ４ 
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「災害に備えて」各種団体における講演  

今年度はコロナの影響もあり，各種団体への講演は少なかったですが，メンバーの所属である西庄

文化センターへ初めて伺いました。いつもの内容に加え，ハンカチマスクの作り方のワークショップも交

え，楽しい講演になりました。 

○西庄文化センター防災講座(R2.10.9)    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハンカチマスク作り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

簡単！ハンカチマスク作り 
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広報活動 

○市広報掲載  

５月号～３月号「防災はじめの一歩」をおとめ隊にて担当しました。家庭において，防災を日常生活

に取り入れてもらえるような内容を情報発信しました。 
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○ＨＰ・Facebook での広報           ○テレビ出演 

おとめ隊の活動報告を発信しました。      ・KBN かがやくさかいで「さかいで１３１おとめ隊」(R2.6) 

 

・瀬戸内海放送「News Park KSB」 （R3. 3. 12） 

 

 

    

○女子部ＪＡＰＡＮ取材【のぼり坂４７】への掲載 

 https://www.iphonejoshibu.com/15816 
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４．成果・課題等 

今年度の大きな成果としては，防災フェスタにおいて，新たに体験型の防災ゲームを企画したことで

した。一から新しいイベントを企画することは，大変でしたが，メンバーで意見を出し合いながら一つの

ものを作り上げることは貴重な経験となり，大きな達成感を味わうことができました。内容も大変充実した

ものとなっているため，今年度１回で終わりではなく，より多くの人に体験してもらうため，改善をしなが

ら今後も継続して実施していきたいと考えています。 

また，これまでに引き続き，職員研修に重点を置き取り組み，新規採用職員研修や避難所担当職員

研修を実施し，研修後のアンケートでも多くの学びがあったと好評を得ています。 

課題としては，コロナウイルスの関係で，市民向けの講演が今年度はあまり実施できなかったため，メ

ンバーがこれによって得られる経験がなかったことです。通常業務との兼ね合いもあるため，これまでも

あまり積極的に外部への講演は実施していませんでしたが，今年度，ほとんど経験できなかったことに

より，これまでの講演によって，伝える側の私たちも重要な学びややりがいを得ていたことに改めて気

づくことができました。来年度はメンバーに負担にならない範囲で，講演を実施できるようになればと思

います。  

 

５．来年度の目標 

  今後も，「日常生活に防災を取り入れる」ことを念頭に，職員や市民に対して啓発活動を継続して

行っていきます。 

また，継続して実施していることに加え，自分たちで必要なこと，やりたいことを考え，実施まで行うこ

とにより，より充実した活動にしていきたいと思います。 

 

・避難所運営マニュアルの普及啓発 

・職員，市民への啓発活動（さかいで１３１カード，１３１ＣＨＥＣＫ ＬＩＳＴの普及） 

・防災フェスタ「おとめ隊からの挑戦状」の実施 


